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論文内容の要旨

教授二井将光

本論文は，枯草菌Bacillus subtilis の自己溶菌の制御機構について生理学的研究を行い，その成果

をまとめたもので緒論と本論 6 章および結論よりなっている。

緒論では，細菌細胞壁の分解に作用する一群の溶菌酵素，オートリシンの生理的意義について従来の知

見をまとめ，自己溶菌がオートリシンの活性化で誘導される仮説にたつ乙とを説明している。

第 1 章では，溶菌が誘導されるときの培地成分について検討し，エネルギー源枯渇のもとで高濃度の一

価カチオン(たとえば 200mMの K イオン)の存在が溶菌を誘導し二価カチオンは逆にとれを間害する

乙とを見いだしている。オートリシン欠損変異株では乙のとき溶菌の誘導が見られないととから，オート

シリンの活性化を通じて溶菌が起乙ったことを示唆している。

第 2 章では，オートシリンのー酵素， N-acetylmuramoyl-L-alanine amidase を Bacillus subtｭ

ilis より部分精製し，乙の酵素が invi tro で一価カチオンで活性化され，乙の活性化されたオートリシ

ンは二価カチオンで不活化される事を証明している。

第 3 章では，一価カチオンによる溶菌の誘導が，エネルギ一代謝のあるときは阻止される ζ と，乙のと

きエネルギ一代謝を阻害すると急速な溶菌がおこる乙とから，溶菌におけるこつの制御因子を明らかにし

Tこ。

第 4 章においては，菌体高分子合成と溶菌の関係について解析している。 (1) タンパク質合成がないとき，

または(2)タンパク質合成と細胞壁合成が共に活発であるときは，それぞれ溶菌が起乙らないように制御を

受けている乙とを明かにした。また，溶菌が細胞壁の構造変化によって誘導されるものでない乙とも示し
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た。

第 5 章と第 6 章では，それぞれ低温または界面活性剤の作用で誘導される溶菌が一価カチオンによって

受ける影響について検討している。細胞膜リン脂質の相転移温度以下の低温でお乙る溶菌，一連の界面活

性剤の作用で誘導される溶菌ともに一価カチオンの存在が必須である乙とを確認している。

結論として，一価カチオン，エネノレギ一代謝，タンパク質合成および細胞壁合成の 4 つのあい異なる因

子によって自己溶菌が制御を受けているととを総括的に述べているO

論文審査の結果の要旨

細菌は伸縮性の之しい細胞壁に覆われている。したがって細菌の成長や分裂において，一群の細胞壁分

解酵素であるオートリシンの作用は必須である。一方，乙の作用の制御がはずれると自己溶菌が誘導され

ると考えられる。枯草菌 (Baciltus subtitis) は醗酵工業でかL用されている微生物であるが，乙の菌で

しばしば見られる自己溶菌を利用すれば，実用上有利である。乙のように枯草菌の自己溶菌の誘導機構の

研究は，醗酵工学の基礎と応用両面から重要であるが，いまだ不明な点が多い。

本論文はとのような観点から，枯草菌の自己溶菌の制御機構について生理学的研究を行ったもので，そ

の成果を要約すれば次の通りである。

1 )自己溶菌はエネノレギー枯渇のもとで，高濃度の一価カチオンの存在を必須として起乙ることを見いだ

している。界面活性剤の添加および低温からの昇温も自己溶菌を誘導するが，乙のときも一価カチオン

が必須である乙とを明示している。後者の二つの処理は細胞膜の損傷lとより結果的にエネルギーの枯渇

をもたらしたものである乙とを明らかにしている。

2) 一価カチオンによる溶菌の誘導は，二価カチオンで阻害される。また， a) オートリシン欠損株のと

き， b) エネルギ一代謝のあるとき， c) タンパク質合成が無いとき，または d) タンパク質合成と細

胞壁合成の両者がともに活発なとき，の何れかの場合も，溶菌は誘導されないととを明らかにしている。

3) オートリシンのー酵素， N -ace tylmuramoyl-L-a lani ne ami dase を枯草菌より分離精製し，乙の

酵素が一価カチオンで活性化され，活性化オートリシンは二価カチオンで阻害される乙とを示している。

以上のように本論文は，自己溶菌がオートリシンの活性化でおこる乙とを明らかにした上で，一価カチ

オン，エネノレギ一代謝，タンパク質合成および細胞壁合成の 4 つの因子によって自己溶菌が制御を受けて

いる乙とを明らかにしている。乙れらの成果は醗酵工学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士

論文として価値あるものと認める。
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